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十
二
月
十
三
日
（
火
）
災
害
時
や
緊
急
時
に
自
分
自
身
で
で
き
る
救
急
法
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
東
金
市
赤
十
字
奉
仕
団
救
急
法
指
導
員
の
大
坪

紘
子
氏
、
志
賀
美
佐
枝
氏
を
講
師
に
迎
え
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
九
名
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
の
三
歳
の
お
子
さ
ん
か
ら
上
は
七

十
代
ま
で
と
幅
広
い
年
代
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

ボ
ラ
セ
ン
か
ら
「
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」
に
つ
い
て
の
話
の
後
、
三
角

巾
を
使
っ
て
の
応
急
処
置
。
初
め
て
三
角
巾
を
手
に
す
る
方
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
頭
、

膝
、
脛
の
止
血
法
、
足
首
の
捻
挫
の
固
定
法
、
腕
の
吊
り
方
を
効
率
よ
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
後
、
人
形
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ⅾ
の
使
い
方
を
二
人
一
組
に
な

っ
て
実
習
し
ま
し
た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
か
な
り
の
力
で
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
救
急
隊
員
が
来
る
ま
で
ス
ト
ッ
プ
せ
ず
に
や
り
続
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ⅾ
が
操
作
手
順
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
実
習
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

救
急
法
は
一
回
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
実
習
を
繰
り
返
す
こ
と
で
よ
り
し
っ
か

り
と
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
事
で
す
。
ボ
ラ
セ
ン
で
も
継
続
的

に
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

つ
な
ご
う 

勇
気
の
タ
ス
キ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
一
次
救
命
処
置 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
や
個

人
が
お
互
い
の
活
動
を
知
る
こ
と
で
情
報

共
有
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
の
交
流

会
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
登
録
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

 

日 

時
：
４
月
20

日
（
木
） 

13

時
30

分
～
15

時 

場 

所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

１
階
多
目
的
室 

内 

容
：
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登 

録
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険 

 
 

 
 

②
交
流
会
、
団
体
活
動
紹
介 

 

※
登
録
団
体
・
個
人
へ
は
、
後
日
郵
送
に
て 

詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
説
明
会

三角巾を使い、頭部の手当！ 

AEDの使い方と心肺蘇生体験！ 

「ボラセンだより」へのご意
見やご感想をぜひお聞かせく
ださい。 
ボランティア活動の紹介や講
座など、皆さまからの原稿もお
待ちしています。 
 感想やおたよりはメールで
も OK！ です。 
 

mailto:togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年６月に参加したボランティア養成講座でバルー

ンアートに出会いました。細長い風船を使い、カラフル

で愛らしい作品を魔法のように作り出せるのが不思議

で出来る様になりたいと思いました。 

 バルーンアートは幅広い年代で楽しめますが、頭と手

先を使うので、シニアの私には究極の脳トレです。今は

講座で出会った仲間と「ひまわりバルーンツイスター

ズ」を発足し、活動しています。 

“自分も楽しく、他の人も楽しく”をモットーに風船の

可能性を信じ、夢で大きく膨らませたいと思っていま

す。 

ボランティア紹介    

第 8５号             ボラセンだより             令和５年２月 

2 月 

「手話でこんにちは！」 
 
聴覚障がいと手話について学びます。 
日 時：３月 4 日（土）13：30～15：30 
    3 月 18 日（土）13：30～15：30  
   ※3 月 11 日（土）14：00～16：00 は 

（手話サークルでの体験） 
場  所：ふれあいセンター２階栄養指導室 
内  容：聴覚障がいについての講義と簡単な手話 
定  員：20 名程度（先着） 
参加費：５００円 
申  込：３月３日（金）まで 

 

 

「双子・三つ子ファミリーを 

サポートしませんか？」 

 

多胎児への知識や接し方を学び、多胎児世帯が

暮らしやすい地域や繋がりを作りませんか？ 

日  時：3 月 9 日（木）10：00～11：30 

場  所：ふれあいセンター2 階栄養指導室 

内  容：多胎児との接し方についての講義 

定  員：20 名程度（先着） 

申  込：3 月 6 日（月）まで 

ボランティア養成講座のお知らせ 

～ひまわりバルーンツイスターズ～  会員 野間 久実子 

【ひとりごと】 
コロナ禍で中止となっていた災害ボラセン立上訓練に初めて参加しました。年明け初めての行事はピリ
リとしたした雰囲気で、参加の皆様は真剣な表情で訓練の流れをご覧になっていました。私も参加して、
日頃からの備えや人とのつながりの大切さを感じました。（Ⅿ） 
 

 
 
 
 

 自然の中で季節を感じながら、親と子、仲間、地域の人々と過ごし、

大人と子どもが自然な形で育ち合える環境、場所づくりを目指して活動

を開始し、今年で 24 年目となりました。２年前に最後の現役の子の巣

立ちを祝い、以降は卒会生と親を中心とした活動となっております。週

3 日集まる事は無くなりましたが、夏休み等の長期休みや日曜祝日を中

心に季節の行事の開催、年４回程おたよりの発行をしております。 

 昨年 11 月にあきまつりを開催しました。各人の交流及び、おみせや

さん（バザー）です。子どもたちが店主やお客さんとなり、葉っぱをお

金に見立ててやり取りする「はっぱのおみせ」。手作りのおもちゃや遊

びのお店を子ども達が考えて用意し、お客さんを迎えます。大人の手作

り品や農産物等のお店も開店し、30 人以上の親子、地域の方と共に楽

しみました。以降年度内は、おたきあげと染め物の会、オイリュトミー

と水彩の会を予定しています。 

 

 

～おひさまはらっぱ～  役員 阿部 有記 

ボランティアまつりに参加！ 

「どんぐりコマ」販売中！ 


